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答辞を読む金木勇志さん  

〜 仁賀保高校卒業式 〜

自分の信じる道を進む

　３月１日、仁賀保高校（夏目由美子校長）卒業式が行

われ、普通科１０７名と情報メディア科２８名に卒業証書

が授与されました。

　式典では、卒業生を代表して金木勇志さんが「分から

ない事や怖い事から逃げず、自分が信じる道を進む。そ

れでも逃げ出しそうになったときは、仁賀保高校で学ん

だ『自立』『克己』『友愛の心』を思い出し、後ろを向

かず、前を向いて歩んでいきたい」と答辞を述べ夏目校

長と堅い握手。卒業生は３年間を過ごした学び舎から、

それぞれの道へ向って第一歩を踏み出しました。
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　『どこへでも呼んで下さい！にかほ☆あげそば』 

〜 にかほ☆あげそば講習会＆試食会〜

仁賀保の味からにかほの味へ

・・・・

　２月１９日、象潟はまなす町内会で「あげそば全力普

及会」の菅原事務局長を講師に招き『にかほ☆あげそ

ば』の講習会＆試食会が開催されました。

　仁賀保地域では給食メニューになっていることから、

一般家庭でも食されているあげそば。当市のご当地グル

メとして売り出し中のあげそばですが、「作り方がわら

ない」「食べたことが無い」という同町内会の住民から

の声で実現しました。

　参加者からは「つゆがないのになんでおいしいの？」

「盆踊りにも来て」などといった感想が聞かれました。

５０名を超える市民が集まった  

〜 ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）講習会 〜

みんなで考えてみようよ

　３月４日、ＴＰＰ・環太平洋経済連携協定の学習会が

スマイルで行われました。農産物などの地産地消を提唱

する四つ葉ネットワークが主催。

　佐藤加寿子氏（秋田県立大准教授・アグリビジネス学

科）による講義では、用語の確認からはじまり、農業政

策や外交、貿易、心配される国民や農業への影響などが

解説されました。同氏は農業、製造業を含めた多方面か

ら分析した上で、協定参加に日本の利益は少ないと指摘。

　講義後の質疑も活発で、協定参加への賛否よりも、そ

の意味を認識するきっかけとなった学習会でした。

笑いに涙に。息つく暇も与えない演技は圧巻。

〜 柄本明一人芝居・風のセールスマン 〜

超一流の演技に酔いしれる

　３月４日、仁賀保勤労青少年ホームで俳優柄本明氏の

「風のセールスマン」と題した一人芝居が行われました。

　風に流されるがままに水虫防止付靴底シートを売り歩

く男の物語で、柄本氏のコミカルな笑いを誘う演技と独

特の空間に、来場者は冒頭から引き込まれて行きます。

不器用だが人との関わりを求め奮闘するが、妻が自殺。

現場から逃避するが容疑者としても扱われず、孤独にな

った男の居場所は小さな傘の中。最後の台詞「傘があっ

たら自分がいる証」が痛々しく、会場は涙に包まれ終演。

　超一流の演技に来場者約３００人が酔いしれました。
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